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～版元から～　

日本と韓国の研究者が意見を交換しながら、最近の民衆史研究の方法を踏まえ、様々なテーマから一番新しい民衆史研究の成果を

提示します。本書は、日本の「アジア民衆史研究会」と韓国の「歴史問題研究所」が協力して編集した共同論集です（韓国におい

て韓国語版も刊行予定です）。歴史認識問題で鋭い対立を示している日本と韓国ですが、それを乗り越えて共に一国史的発想の打

破を試みる意欲的な挑戦です。
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